【第三号議案】

 書式第１２号（法第２８条関係）

	令和四年度　　事　業　計　画
　　令和四年4月1日から令和五年3月31日まで

 

	
	特定非営利活動法人 Chance For All
	

	 １　事業計画
足立区梅島、西新井、千住大橋、綾瀬（二箇所）、六町、関原、墨田区曳舟、押上にて学童保育施設を運営。新たに3校舎開校する。
足立区関原にて、こどもたちが自由に出入りできるフリースペースを兼ねた駄菓子屋を運営。
足立区地域の中小企業より協賛いただき、地域情報誌を発行。
墨田区にて、あそび大学を開催。
関三通り商店街と連携し「子育て支援応援商店街」プロジェクトを展開。
こどもの放課後の実態をまとめた、調査報告書を発行。
 ２　事業の実施に関する事項

 （１）特定非営利活動に係る事業

	
	事業名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者

の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	学童保育事業
	足立区、墨田区にて民間学童保育を運営
	放課後及び小学生の長期休み期間
	足立区
墨田区の各校舎

	職員23名
ボランティアメンバー70名
	こども318名とその保護者
	142,000
	

	
	駄菓子屋事業
	足立区にて駄菓子屋兼フリースペースを運営
	週5日
	足立区関原
	ボランティアメンバー約100名
	こども12,000名（一日50人✕240日）
	5,000
	

	
	地域情報誌
	地域の子育て世代に特化した、地域情報誌を発行
	年二回発行
	足立区梅島、西新井、千住地域
	ボランティアメンバー約30名
	足立区梅島、西新井、千住地域在住の子育て家庭
	100
	

	
	あそび大学
	墨田区にて、こどもたちが自由に遊べるあそび場づくり
	毎月一回
	墨田区千葉大学キャンパス内
	約20人
	墨田区在住の小学1〜6年生
	7,131
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	

	 （２）その他の事業

	
	事業名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者

の人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	

	


●学童保育事業について
令和5年度3校舎開校に向けた準備を行う。4年生になり、「アドバンス」へ移行したこどもたちの中から有志を募り、こども総会の開催やイベントの企画運営などを行なっていくことで、自分たちの放課後を自分とみんなのために決めていくことのできる環境をつくっていく。また、2020年度入会倍率が30倍となったため分校として開校した綾瀬中央校は、綾瀬エリアの入会者人数も安定してきたため令和四年度をもって閉校し、綾瀬校へ統合する。
●学生チームの立ち上げ
令和四年度は駄菓子屋、ローカルメディア、CFAKids学童ボランティア合わせて、200名の採用を目標とする。各事業に所属し活動しているメンバーを一つのチームとして統合し、CFA学生チームとして活動していく。学生チーム内でリーダーとしての役職がつく学生は、有償ボランティアとする。またCFA学生チームの代表副代表は、CFA全体の目指すビジョンや取り組みについて深く理解し、学生チームの代表として活躍していけるようにするために、執行理事としてCFA事業の企画経営にも関わっていく。
現在使用していない土日の学童保育CFAKidsのスペースを活用し、学生たちと共に駄菓子屋や探求学習の授業を全校舎で展開していく。

●駄菓子屋irodoriについて
令和四年度は、地域の方たちをも巻き込んでこどもたちを地域で見守ることのできる居場所づくり、併せて、学生だけで運営から経営までを実行でき、財務面でも赤字をなくして自立できるような仕組みづくりを行う。令和四年度中に月の売り上げ80万円に達する状況にする施作を講じる。まだなかなかリーチできていない中学生に利用してもらえるよう認知度を広げる。irodoriに来る人数が年間延べ2,400人になることを目指す。
●ローカルメディア結びめについて
令和四年度の新規事業として子育て地域情報誌を学生で作り上げる。10月と4月の年2回発行し、令和五年度までの発行部数1万部を目標とする。 子育て地域情報誌自体の発信力や区民・地域への効果の測定として、親子つながるイベントの実施を年2回実施。8月と1月に行う。 本誌掲載団体・企業の出店者と子育て世帯を集客し、掲載された団体・企業と読者が直接的な「つながり」を構築できる機会を付与していく。

●あそび大学月一年間開催、なつのあそび大学の開催

令和三年度、全3回で実施した「あそび大学」を、今年度は1年間を通して毎月1回開催していく。昨年度は墨田区の助成金を活用したが、今年度は墨田区のガバメントクラウドファンディング「すみだの夢応援助成金」で資金調達を行う。また、夏期休業期間中には、こどもたちが自分たちで国をつくり、お仕事体験などを行うイベントを「なつのあそび大学を〜こどもの国〜」と称し、1週間開催。大学、区、地域と連携して取り組んでいく。
本事業は、墨田区教育委員会後援の元、千葉大学環境デザイン研究室様、Seki Design Lab様、一般社団法人SSK様と連携しながら実施する。
●企業との連携について
ソニーグループ（株）様より、イベントのご案内をいただいている他、（株）フィッツコーポレーション様と夏休みの会社見学遠足について計画中。今年5月に開催したCFA全体の合宿にもトークセッションにご参加いただくなど、これまでの取り組みは継続しつつ、新たにご一緒できる機会も増やしていく。
●地域との連携について
CFA本部、CFAKids亀田校、駄菓子屋irodoriがある関三通り商店街と連携し、「子育て応援プロジェクト」を立ち上げる。商店街からChance For Allへご寄付いただき、こどもたちがたくさんの大人に見守られながら成長していける環境を構築する。また、商店街の各店舗へは、こどもたちが描いたポップの掲示や募金箱設置のご協力をいただく。「商店街×子育て」のブランディングを商店街と連携しながら行なっていく。
●ホームページの改修について
現在、団体のホームページが学童保育CFAKidsの内容と同一化している。事業が増えており、現状とホームページの記載内容が合わなくなっているため、学童保育事業を切り分ける改修を行う。Chance For Allのホームページは、今後よりNPO法人としての理念や取り組む活動についての説明に特化する。団体としての紹介と事業説明を切り分けることで、団体として取り組む課題や目指す未来が支援者の方々により伝わりやすくなることを目指す。12月にリニューアル予定。
●こどもの放課後実態調査を発行

駄菓子屋irodoriに来るこどもたちを対象に、放課後の時間の幸福度調査を実施。合計153名のこどもたちに聞きとり形式のアンケート調査を行う。10月を目標に調査報告書を完成させ発行する予定。
●社会人コミュニティーの立ち上げ
令和三年度二枚目の名刺よりプロボノとして関わって下さった方々と共に、社会人だからこそできるコミュニティーを構築する。半分CFA、半分外部の立場から、CFAの強みを分析し職員や学生たちにフィードバックしてもらう取り組みや、CFAの活動に興味をもった社会人の方との連携を行なっていく。
